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はじめに

本書は、ＮＥＤＯ技術委員・技術委員会等規程第３２条に基づき研究評価委員会において

設置された「革新的プラスチック資源循環プロセス技術開発」（中間評価）の研究評価委員

会分科会（２０２２年１０月２６日）及び現地調査会（２０２２年１０月１９日 於 福岡

大学）において策定した評価報告書（案）の概要であり、ＮＥＤＯ技術委員・技術委員会等

規程第３３条の規定に基づき、第７２回研究評価委員会（２０２３年１月２０日）にて、そ

の評価結果について報告するものである。

２０２３年１月

国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構

研究評価委員会「革新的プラスチック資源循環

プロセス技術開発」分科会（中間評価）

分科会長 平井 康宏
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「革新的プラスチック資源循環プロセス技術開発」

（中間評価）

評価概要（案）

１．総合評価

本プロジェクトは、我が国における廃プラスチックの技術的な課題について調査し立案さ

れた技術開発であり、社会的要請の強い重要な課題に対し、実用化を十分に意識した研究開

発項目と目標が設定されている。

マネジメントにおいては、多くの企業、大学、公的研究所で構成された強力な実施体制で

順調に進捗しており、処理対象とする廃プラスチックサンプルの入手・提供や、開発する技

術の LCA 評価を通じた情報の共有など、チーム間の連携もとられており、妥当であるとい

える。また、いずれの研究開発項目においても難易度が高い課題に対して、中間評価までに

実用化を期待できる高水準な成果が数多く見られ、妥当な研究進捗であると考えられる。

成果の実用化に向けた取り組みについては、多様な発生源・種類を持つ廃プラスチックに

対し、その排出実態の把握を含め、開発するリサイクル技術の実用化に向けた検討がなされ

ていることから、妥当であると考える。

今後、実用化・事業化に向けて、廃プラスチックを効率的に回収する方法や量、種類、品

質等の理解を深めること、再生プラスチック材の需要分野や出口産業について戦略的に検討

し、付加価値の付け方を意識しながら市場に PR を図ること、及び開発が先行しているテー

マについては、実施者による事業化の加速を図ることを期待したい。

２．各論

２．１ 事業の位置付け・必要性について

廃プラスチックの自然環境への流出や気候変動問題などの点で、プラスチック資源循環の

重要性は増しており、資源有効利用率の最大化を目指している点において本プロジェクトは

意義がある。また、資源効率性の向上や脱炭素社会の実現といった世界的な動向に合致し、

循環経済ビジョン 2020やプラスチック資源循環戦略などの国内政策の目標達成に寄与する

事業目的が掲げられていることも評価できる。

廃プラスチックの資源循環は多くの処理ルートを統合的に成立させる必要があり、多様な

技術、ノウハウの集結と連携が必須となること、また、社会的ニーズは高いが民間企業の事

業として採算性がまだ不明確であることから、NEDO の関与は妥当と考える。

２．２ 研究開発マネジメントについて

本プロジェクトでは、従来の廃プラスチック循環の課題である「材料再生プロセス開発」、

「石油化学原料化プロセス開発」の高度化とその前提となる「高度選別システムの開発」に
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加え、最終的な受け皿となりうる「高効率エネルギー回収・利用システム開発」の高度化も

同時に、研究開発項目として設定されている。

研究開発目標は、プラスチックのマテリアルフローの現状・将来予測、海外ベンチマーク

企業の平均値などを踏まえ、明確かつ野心的であり、また、それらの実現による効果は大き

く、研究開発費用も、その効果に比べはるかに小さい。さらに、実施体制については、研究

開発項目ごとに各分野の専門家をリーダーとし、関係する民間企業も広く参加するとともに

実施者間の連携もおこなわれ、適切に機能していると判断できる。加えて、進捗管理につい

ては、関係者間の情報共有や意見交換を密に行っており、スケジュール通りにプロジェクト

が進捗していることを踏まえると PDCA は適切に回せていると評価できる。

今後は、多岐に亘る技術開発プロジェクトであるため、排出される国内の廃プラスチック

の種類や量などの動向も踏まえながら、個別の研究開発項目と事業全体の整合性の向上につ

いて、更なる工夫を期待したい。

２．３ 研究開発成果について

すべての研究開発項目において中間目標をほぼ達成しており、一部未達の場合も年度末ま

でには達成見込みとなっている。

「高度選別システム開発」における多成分の廃プラスチックを樹脂種毎に選別する技術は、

複合プラスチックが多い日本にとって重要性が高く顕著な進捗があった。

「材料再生プロセス開発」における廃プラスチックを新品同等レベルの物性に再生させる

技術は、マテリアルリサイクルの概念を大きく変えるものであり画期的な成果といえる。

「石油化学原料化プロセス開発」においては、既存の石油精製・石化設備などを活用でき

る点、低環境負荷プロセスの開発を目指している点、廃プラスチック混合物を分解して有用

な炭素源に変換し、石油精製プラントへ供給する道筋が実証されている点で、特筆すべき成

果が得られた。

「高効率エネルギー回収・利用システム開発」においては、焼却炉における諸課題及び熱

エネルギーの有効利用に関する成果がでている。

また、LCA（Life Cycle Assessment）の研究に関しては全体を俯瞰した経済的かつ温室

効果ガス排出などの観点からベストミックスを探るシステムが完成しつつある。

成果の普及においては、多くの論文、学会発表、講演により、研究成果が対外的に発信さ

れているほか、知的財産に関しても、ノウハウとすべきものと積極的に出願するべきものを

明確に分けたうえ、すでに数件の特許出願がなされていることも評価できる。

２．４ 成果の実用化に向けた取組及び見通しについて

多様な発生源・種類を持つ廃プラスチックに対し、その排出実態の把握を含め、開発する

リサイクル技術の実用化に向けた検討がなされており、また、民間企業との連携が着実に進

展している点からも、成果の実用化に向けた戦略、具体的取組、実用化の見通しについては

妥当と考える。

本プロジェクトの成果が実用化されることにより、廃プラスチックが高度有効利用される
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ことに加えて、選別作業の人手不足の緩和、バージンプラスチック材の物性改善（長寿命化）、

石油精製設備の高度利用、焼却処理施設のメンテナンス頻度の減少など、間接的な波及効

果が期待できる。特に、材料再生プロセスの事業化において、ターゲットの廃プラスチック

の再生だけでなく、技術的・経済的に波及効果が期待できるバージンプラスチックにも応用

できるため、副次的な効果を望むことができる。

今後、実用化・事業化に向けて、廃プラスチックを効率的に回収する方法や量、種類、品

質等の理解を深めること、再生プラスチック材の需要分野や出口産業について戦略的に検討

し、付加価値の付け方を意識しながら市場に PR を図ること、及び開発が先行しているテー

マについては、実施者による事業化の加速を図ることを期待したい。
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評点結果〔プロジェクト全体〕

評価項目 平均値 素点（注）

１．事業の位置付け・必要性について 3.0 A A A A A A

２．研究開発マネジメントについて 2.8 B A A A A A

３．研究開発成果について 3.0 A A A A A A

４．成果の実用化に向けた取組及び見通

しについて
2.8 A A A A A B

（注）素点：各委員の評価。平均値は A=3、B=2、C=1、D=0 として事務局が

数値に換算し算出。

〈判定基準〉

１．事業の位置付け・必要性について ３．研究開発成果について

・非常に重要 →A

・重要 →B

・概ね妥当 →C

・妥当性がない、又は失われた →D

・非常によい →A

・よい →B

・概ね妥当 →C

・妥当とはいえない →D

２．研究開発マネジメントについて ４．成果の実用化に向けた

取組及び見通しについて

・非常によい →A

・よい →B

・概ね適切 →C

・適切とはいえない →D

・明確 →A

・妥当 →B

・概ね妥当 →C

・見通しが不明 →D

2.8

3.0

2.8

3.0

0.0 1.0 2.0 3.0

４．成果の実用化に向けた

取組及び見通し

３．研究開発成果

２．研究開発マネジメント

１．事業の位置付け・必要性


